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労畦の下着に関する意識と実態（第１報）
○　長野智子゛　川田千恵＊　高野倉睦子゛小林茂雄“

　　　　　　　　　（゛昭和学院短大* *共立女大　　）

　〈目　　的〉
　豊富な情報や経済の発達により衣生活は多様化しており，この影響は下着の着用意識に

関しても及んでいる。すなわち。本来下着が持つ保健衛生的機能に加え了,現在の下着に

はファッション性が要求され，この傾向は女性用ばかりでなく男性用下着にも志向されて

いる。そこで本報では. 20歳から50歳の男性を対象に下着に関する着用意識や服装に関す

る規範意識と下着の着衣の実態を調査し，年代別に比較検討した。

　〈調査方法〉
　東京近郊在住の成人男性で年代別に合計268名，（20代:70名，30代:73名，40代:74

名，50～60代:51名）を対象とし，配票留置法により1995年10月にアンケート調査を実施

した。調査内容は，下着の着用意識に関する22項目，服装の規範意識に関する19項目，下

着の着衣実態に関する10項目である。

　〈結　　果〉
　夏期と冬期の季節別に，それぞれ家庭と職場（学校）での下着の着用状況を調査した結
果，上衣では夏期において職場（学校）でのランニング着用者が年齢の上昇とともによ曽力口

した。下衣では冬期において家庭と職場（学校）双方ともロングパンツの着用者が，年齢

の上昇にともない増加した。 y 2検定より下着の着用意識は，22項目中19項目について危

険率＼%で４世代間に有意差が認められた。下着の着用意識と規範意識の関係では，規範意
識が低い世代ほど下着としてＴシャツを着ることを好む傾向にあることが明らかとなった。

2Ea－4 男子学生の背広スタイルの着用態度と性格特性との関連
○盛田真千子拿高岡朋子¨　矢尻世津子＊.1　小林茂雄* 4

　（゛文化女子大、¨北海道女子短大、･ 3昭和女子短大、≫1共立女子大）

　　　　　　　　●　/1-〃　－　目的　背広は外出着やｻﾗ')ｰﾏﾝの通勤着として根強く定着しているが、なかでも伝統的｡な

背広ﾈｸﾀｲｽﾀｲﾙを抵抗なく受け入れている者は、会社の体制や職場の人間関係を重んじる傾

向にあることが、前回の調査結果から判明した（「男性の通勤ｽﾀｲﾙと仕事に対する態度ど

の関連」繊維機会学会論文集Vol.48 No.4 ）。そこで、今回は近い将来、背広を着るであ

ろう男子学生を対象に、背広ｽﾀｲﾙのｲﾒｰｼﾞとその着用態度、そして性格特性や学生の専攻に

よっても服装観が異なるのではないかと考え、若年男性の服装観などを探った。

　方法　調査は1995年5-10月に、留置法の質問紙調査法によって行った。調査対象者は北

海道、富山と首都圏の男子学生(18-19才180名、20才以上127名)307名である。調査内容
●･’－甲　-一一7 ’は、背広ｽﾀｲﾙのｲﾒ-y （19項目、5段階尺度）、背広の着用態度（16項目、4段階尺度）、

性格特性（30項目、3段階尺度）であり、基本属性なども記入してもらった。解析方法は

背広ｽﾀｲﾙのｲﾒｰｼﾞと背広の着用態度については因子分析を行い、各因子に強く反応した2ｸﾞﾙﾌﾟ

　（因子得点＋l以上、－1 以下）について、平均値の差の検定によって性格特性の違いを

探った。また、服飾専攻学生を抽出しその特徴についても検討した。
　結果　因子分析の結果、主要因子として背広ｽﾀｲﾙのｲﾒｰｼﾞは5因子（累積寄与率60. 5%）、

背広の着用態度は4因子(54. %が抽出された。性格特性との関連では、着用態度の第１

因子（背広の嗜好性）において若干の差がみられた。また、全体平均と服飾専攻学生との

差の統計的検定から、服飾専攻学生は背広でも個性、自己ｱt'ｰﾙができ、社会に出てもある

程度自由な服装を心掛けたいとし、そして服装は仕事の能力と関係があると考えていた。
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